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提出作品「The Facets of Boundaries」の証明へと結実していくのだ。この思索は繊細で緻密さを欠かさず
に描き切られたと言って良い。これに対して審査グループは高い評価を与えている。 
 論文が明快な問題意識の下になされた自作論であることと対応するように、提出作品は美術言語による自
己省察としても機能している。しかしこの作品は優れて普遍性を持つことが評価される。絵画には当然多重
的な階層があり、それぞれにおいて作品の形式、思想を決定していく。王木易はこれにも敏感であり、それ
は中国を１つのルーツに持つことでその美術文化である書画の東洋的問題であり、ここに現れる記号性言語
性は重要な主題になっていく。ここには、同じ文字文化圏でありながら漢字と仮名文字、意味の一致不一致
に伴う翻訳の問題が発生して行った。中国語と日本語には第１第２の言語の区別は現れないが、これに第２
外国語としての英語が加わり、問題は明確化して行った。また第３第４の階層として物質、素材の問題が確
実に入り込んでくるが、これにも共同体や権力の影は付きまとうだろう。和紙という文化、唐紙、洋紙とい
う文化は材料を手に取った瞬間から立ち現れるのだ。論文に現れる「掠れて古い塀に同化するようなプロパ
ガンダの文字」に強く惹かれ美を見出す感覚は、一般的な古物や廃墟に対するものではなく本当に境界の喪
失の際を見るようなリアリティーを持つのである。 
 これまでの思索と制作のプロセスと現れた作品は、境界という問題、これは自身のアイデンティティーで
あれ国家やその中の共同体であれ、これを消失させることでも確定させることでもなかった。文字も言語も
絵画という所作も乱暴に捨て去ることは決してなく、緻密に越えていくことと綿密な意図の下に留まること
を繰り返していたと考える。「“文字”から晶出／融解する共同体のイメージ」という題名は、同語反復を
複製していくような、版画が翻訳を繰り返し複数として増殖していくような循環をイメージさせる。絶え間
ない運動を覚悟する制作と思索の姿を表す本論文と作品を審査グループは高く評価し、博士号に適当と判断
した。 
 
